
 
 

聖籠町食料・農業・農村基本計画 各種施策の進捗状況について 

○聖籠町食料・農業・農村基本計画は、令和 12年度が目標年度であり、毎年度、施策の効果に関する評価を行うとともに、その実施状況について公表することとしている。 

○令和７年度における進捗状況の評価は以下のとおり。なお、評価の基準は、Ａ：目標値の 80％以上、Ｂ：同 50％以上～80％未満、Ｃ：同 50％未満としている。 

○概ね目標を達成できている項目もある一方で、「基本構想水準を達成する経営体数」など実績が目標を大きく下回っている項目もある。 

聖籠町の食料・農業・農村を取り巻く情勢は大きく変化しており、令和 10年度に中間評価を実施するとともに、必要に応じて施策目標や目標値の見直しを行う。 

 

 施策目標 目標値 令和７年度実績 評価 

基本目標(1) 消費者ニーズに呼応する、多様な農産物の生産による農業の振興 

① 担い手の経営安定対策 水稲作付面積 885ha 934ha A 

② 稲作を中心とした複合周年経営の振興 
水田における大豆・麦作付面積 174ha 121ha B 

水田における高収益作物（野菜・果樹）作付面積 27ha 21ha B 

基本目標(2) 経営感覚に優れた多様な担い手の育成と確保 

① 新規就農者対策 新規就農者数（直近 5か年） 延べ 10人 延べ 7人 B 

② 多様な担い手の確保・育成 基本構想水準を達成する経営体数 57経営体 25経営体 C 

基本目標(3) 優良農地の確保及び集積 

① 農地集積対策 農地集積率 90% 73.8% B 

② 遊休農地対策 遊休農地面積 4.5ha 7.1ha B 

基本目標(4) ほ場、農業用用排水路の整備 

○ 生産基盤の整備 ほ場整備率 40.18％ 33.06％ A 

基本目標(5) 砂丘地農業、果樹及び観光農業の促進 

○ 観光農業の推進 観光農園入客数 73,000人 59,500人 A 

基本目標(6) 農産物の生産、加工及び販売の一体的な取組 

① 高付加価値品の生産・販売促進 直売所の売上額 205,000千円 （隔年調査のため R7実績なし） － 

② 食品産業・観光産業との連携による価値創造 特産品の開発件数（計画期間中） 延べ８件 延べ５件 B 

基本目標(7) 農業の自然循環機能維持増進 

○ 有機堆肥利用に対する助成 堆肥センターの堆肥施用量 780ｔ 750t A 

基本目標(8) 農村環境整備の促進 

○ 農業・農村の多面的機能の維持及び発揮・継承 多面的機能支払交付金事業カバー率（地目：田） 82.58％ 82.58％ A 


